
３
月
４
日
（
月
）、
大
山
文
化
会
館
４

階
大
会
議
室
に
お
い
て
、板
老
連
全
体
会

長
会
が
開
催
さ
れ
、区
内
約
１
７
０
名
の

会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

定
刻
13
時
30
分
に
本
部
副
会
長
に
よ

る
開
会
宣
言
、阿
部
勲
会
長
に
よ
る
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。共
催
さ
れ
た
東
老

連
よ
り
、
吉
井
栄
一
郎
事
務
局
長
の
あ
い

さ
つ
を
頂
戴
し
本
題
に
入
り
ま
し
た
。

講
師
は
、
武
庫
川
女
子
大
学
文
学
部

心
理
・
社
会
福
祉
学
科
地
域
福
祉
研
究

室
教
授
松ま

つ
の
は
な
か
つ
ふ
み

端
克
文
先
生
、
お
と
し
よ
り

保
険
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
ケ
ア
推
進
係

西に
し
か
わ
よ
し
の
り

川
純
憲
（
板
橋
区
役
所
職
員
）
で
す
。

講
演
が
13

時
50
分
か
ら

開
始
さ
れ
、
14

時
15
分
ま
で
の

ほ
ぼ
25
分
程

度
、
資
料
に
添

い
、
板
橋
区
が

推
進
す
る
Ａ
Ｉ

Ｐ
に
対
す
る
基

本
概
念
を
平
た

く
、
分
か
り
や

す
く
解
説
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

大
切
な
こ
と

は
、
地
域
で
お
互
い
助
け
合
う
こ
と
で

す
。「
支
え
合
い
の
輪
を
広
げ
て
い
こ
う
」

を
心
が
け
て
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

…
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
、
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

続
い
て
事
例
発
表
で
す
。

板
老
連
推
薦
「
愛
染
寿
栄
ク
ラ
ブ
・
渡

邊
博
会
長
」
は
、日
々
の
活
動
実
態
と
こ

れ
か
ら
の
ク
ラ
ブ
の
姿
に
つ
い
て
、
区
役

所
推
薦「
北
寿
ク
ラ
ブ
・
奥
永
和
満
会
長
」

は
会
員
増
強
の
ご
苦
労
体
験
と
、
成
果

に
つ
い
て
、
社
協
推
薦
「
桜
川
旺
寿
会
・

荒
蒔
経
子
会
長
」は
サ
ロ
ン
開
設
の
経
過

と
、
場
所
の
ご
苦
労
に
つ
い
て
報
告
。

最
後
に
は
、
本
日
の
メ
イ
ン
講
師
、
松

端
克
文
先
生
の
、講
評
を
兼
ね
た
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
に
お
け
る
友
愛
活
動
の
大
切
さ

と
題
し
た
流
れ
で
、
今
後
少
子
高
齢
化

社
会
（
時
代
）
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、

乗
り
越
え
て
い
く
か
？　

と
話
さ
れ
ま

し
た
。「
人
と
人
と
の
繋
が
り
が
重
要
」

で
、「
団
塊
の
世
代
＝
悟
り
世
代
」
で
あ

り
、「
若
い
人
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
」

こ
と
が
必
要
で
、
最
後
に
【
つ
な
が
り
づ

く
り
は
、
”
私
た
ち
“
づ
く
り
】
の
教
え

で
終
了
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

（
総
務
・
企
画
部　

大
塚
）

平
成
30
年
度
板
老
連
全
体
会
長
会

人
と
つ
な
が
る
地
域
づ
く
り
学
ぶ

講師陣と楽しく学ぶ
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各
支
部
長
、
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
な

ら
び
に
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、日
頃
か
ら
ク
ラ
ブ
の
運
営
、

事
務
処
理
、
ク
ラ
ブ
行
事
、
支
部
の

行
事
、
そ
し
て
板
老
連
の
行
事
と
大

変
忙
し
い
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
「
超
高

齢
社
会
」
に
老
人
ク
ラ
ブ
が
ど
う
関

わ
っ
て
い
く
か
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
運

営
に
お
い
て
は
日
頃
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
疑
問
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

ん
な
中
、
板
橋
区
で
は
、
区
や
社
会

福
祉
協
議
会
の
指
導
の
も
と
、
地
域

セ
ン
タ
ー
ご
と
に「
支
え
合
い
会
議
」

が
組
織
さ
れ
、板
橋
区
版
Ａ
Ｉ
Ｐ（
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
こ
と
）
の
実
践

活
動
に
入
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
我
々
の
上
部
団
体
で
あ
る
東

京
都
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
も
、「
友

愛
実
践
活
動
助
成
事
業
の
推
進
」
と

い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
全
都
的
に

友
愛
活
動
を
展
開
し
つ
つ
あ
り
、
東

京
都
と
し
て
も
そ
の
活
動
を
高
く
評

価
し
、
予
算
を
計
上
し
、
積
極
的
に

助
成
し
て
「
補
助
事
業
者
」
と
い
う

立
場
で
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
目
的
は
、「
在
宅
福
祉
を
支

え
る
見
守
り
活
動
」を
基
本
と
し
て
、

そ
れ
を
さ
ら
に
広
げ
、
老
人
ク
ラ
ブ

が
地
域
づ
く
り
を
担
う
重
要
な
役
割

と
し
て
の
存
在
に
な
る
、
と
い
う
点

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
友
愛

実
践
活
動
に
関
す
る
講
習
な
ど
を
行

い
、
理
解
を
深
め
、
意
識
を
高
め
、

そ
れ
を
実
践
に
移
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
今
、
板
橋
区
以
外
の
各

区
で
も
そ
れ
ら
の
活
動
を
計
画
し
、

各
単
位
ク
ラ
ブ
に
周
知
し
、
意
見
を

集
約
し
て
実
際
の
活
動
に
入
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

友
愛
活
動
は
「
見
守
り
活
動
」
が

基
本
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
活
動
を

私
た
ち
の
「
生
き
が
い
に
繋
が
る
活

動
」
と
捉
え
、
さ
ら
に
活
動
を
拡
大

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
す
で

に
板
老
連
各
支
部
で
は
、「
支
え
合

い
会
議
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
ご
活

躍
い
た
だ
い
て
い
る
委
員
の
方
も
ご

ざ
い
ま
す
が
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
の

リ
ー
ダ
ー
の
方
々
に
は
、
改
め
て
そ

の
趣
旨
や
内
容
を
十
分
に
ご
理
解
い

た
だ
き
、
そ
れ
を
会
員
の
皆
様
に
も

周
知
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
積
極

的
な
ご
参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、「
地
域
を
支
え
る
老
人
ク
ラ
ブ
」

へ
と
進
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

板
橋
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
阿
部
　
勲

私
た
ち
の
「
友
愛
活
動
」
を
活
発
に
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板
老
連
本
部
事
業
報
告

平
成
最
後
の
新
年
を
寿
ぐ

生
活
に
役
立
て
る

「
自
分
の
体
力
」の
測
定

板
老
連
新
年
懇
親
会

板
老
連
体
力
測
定
会

板
老
連
の
平
成
31
年
の
新
年
懇
親

会
は
、
2
月
19
日
（
火
）
11
時
よ
り

区
立
文
化
会
館
で
１
４
０
名
が
出
席

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
塚
総
務
・
企
画
部
長
の
司
会
進

行
で
始
ま
っ
た
懇
親
会
は
、
阿
部
会

長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、坂
本
区
長
、

な
ん
ば
区
議
会
副
議
長
、
竹
内
町
会

連
合
会
副
会
長
、
吉
井
東
老
連
事
務

局
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ご
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
、
そ
の
他
ご
出
席
の
来
賓

の
皆
さ
ま
が
紹
介
さ
れ
、
乾
杯
の
音

頭
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。
各
支
部
の

代
表
者
ら
が
カ
ラ
オ
ケ
で
自
慢
の
の

ど
を
披
露
す
る
と
、
坂
本
区
長
と
女

性
会
員
ら
が
、
歌
「
二
輪
草
」
を
披

露
し
、
健
康
生
き
が
い
部
長
も
飛
び

入
り
で
「
ま
た
逢
う
日
ま
で
」
を
歌

い
上
げ
、
拍
手
喝
采
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

平
成
最
後
の
新
年
懇
親
会
は
役

員
・
理
事
同
士
の
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
、
本
部
副
会
長
に
よ
る
三

本
締
め
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
広
報
部　

本
部
）

粛々と開催

和気あいあいと測定

和やかに会は進行

２
月
20
日
（
水
）、
板
老
連
主
催
の

高
齢
者
の
体
力
測
定
会
を
小
豆
沢
体

育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

測
定
を
行
う
人
は
８
名
、
ス
タ
ッ

フ
は
７
名
と
小
規
模
の
測
定
会
で
し

た
が
、
開
眼
片
足
立
ち
や
長
座
体
前

屈
な
ど
６
種
目
を
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
測
定
し
ま
し
た
。
こ
の
測

定
会
で
は
、
Ａ
ラ
ン
ク
１
名
、
Ｂ
ラ
ン

ク
１
名
、
Ｃ
ラ
ン
ク
６
名
で
し
た
。

高
齢
者
に
は
、
い
つ
ま
で
も
自
立

し
て
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
体
力
が
必
要
で
す
。
自
分
の
体
力

を
知
っ
て
、
運
動
習
慣
な
ど
に
役
立

て
る
こ
と
の
で
き
る
体
力
測
定
会
に
、

ぜ
ひ
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
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開
運
へ
社
寺
を
巡
り

６
ｋｍ
踏
破

認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ

新
春
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

健
康
講
座

新
年
早
々
１
月
7
日
（
月
）、
快
晴

に
恵
ま
れ
、
西
武
新
宿
線
沼
袋
駅
北

口
に
午
前
10
時
に
13
名
の
参
加
者
が

集
い
、
防
寒
具
を
整
え
軽
快
に
第
一

歩
。
出
発
し
ま
し
た
。

沼
袋
２
丁
目
の
明
治
寺
境
内
で
準

備
体
操
を
行
い
、
百
観
音
像
を
見
て

回
り
、
静
閑
な
住
宅
街
を
通
り
抜
け
、

沼
袋
氷
川
神
社
へ
向
か
い
ま
し
た
。

境
内
に
は
「
七
福
神
」
の
七
つ
の
像
が

並
ん
で
い
て
、各
人
が
思
い
思
い
に
合

掌
し
ま
し
た
。

ま
た
、
歴
史
に
名
高
い
新
井
薬
師

寺
で
は
格
別
の
思
い
で
皆
さ
ん
拝
観

さ
れ
、そ
の
表
情
は
真
剣
で
し
た
。
近

く
の
北
野
神
社
を
経
て
平
和
の
森
公

園
で
休
憩
を
と
っ
た
後
に
、公
園
を
降

り
妙
生
寺
川
沿
い
を
歩
き
、
都
立
中

野
工
業
高
校
前
を
通
り
、
野
方
駅
近

く
に
着
き
ま
し
た
。
公
園
で
ク
ー
ル

ダ
ウ
ン
体
操
を
行
い
、
解
散
と
な
り

ま
し
た
。

新
春
か
ら
参
加
し
た
方
は
６
km
を

歩
い
た
健
脚
ぶ
り
で
、ま
さ
に
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
ふ
さ
わ
し
い
笑
顔
の
散
歩

で
し
た
。
今
年
も
体
力
増
進
・
健
康

づ
く
り
に
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
へ
参
加
し

ま
し
ょ
う
。（

厚
生
・
盛
年
部　

小
菅
）

１
月
23
日（
水
）、グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル

２
階
に
て
、
午
後
１
時
30
分
よ
り
健

康
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
板
橋

区
お
と
し
よ
り
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

福
寿
容
子
講
師
の
も
と
で
、
認
知
症

に
つ
い
て
次
の
３
点
を
学
び
ま
し
た
。

⑴
認
知
症
と
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
や
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
病
気
が

原
因
で
、
脳
の
機
能
が
低
下
し
、

日
常
生
活
に
支
障
が
生
じ
て
い
る

新井薬師寺など６kmの散歩を楽しみました

詳しく解説していただく

状
態
で
す
。

⑵
認
知
症
の
症
状
に
つ
い
て
は
、
脳

の
細
胞
が
壊
れ
た
抑
ウ
ツ
や
混

乱
、
徘
徊
な
ど
の
行
動
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
本
人
の
性
格
、
素
質

や
環
境
、
心
理
健
康
状
態
が
加
わ

り
行
動
心
理
症
状
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。

⑶
周
囲
の
人
の
理
解
や
気
遣
い
、
声

か
け
等
、環
境
が
整
う
と
、多
く
の

場
合
行
動
心
理
が
改
善
し
ま 

す
。

講
話
の
後
は
、
肩
・
手
・
指
を
使
っ

て
の
軽
い
体
操
を
行
い
、
阿
部
会
長

以
下
77
名
の
参
加
者
は
厳
し
い
寒
風

の
な
か
、軽
快
な
足
取
り
で
家
路
に
つ

き
ま
し
た
。（

厚
生
・
盛
年
部　

小
菅
）
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60
周
年
祝
い
楽
し
い

式
典
が
で
き
ま
し
た

単
位
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

２
月
23
日
（
土
）
に
行
わ
れ
た
双

葉
蓬
莱
会
60
周
年
式
典
は
、
天
候
に

恵
ま
れ
、
ご
来
賓
の
皆
様
、
会
員
の

皆
様
の
お
か
げ
で
、
心
温
ま
る
式
典

に
な
り
ま
し
た
。

「
60
年
前
、
私
は
高
校
生
で
し
た
」

と
い
う
司
会
の
言
葉
で
幕
を
開
け
、

阿
部
勲
会
長
が
会
の
歴
史
と
未
来
へ

向
け
て
の
思
い
を
語
り
、
ご
来
賓
の

皆
様
の
ご
祝
詞
を
聞
き
、
記
念
撮
影
。

そ
し
て
祝
賀
会
は
相
談
役
の
町
会
長

の
「
カ
ン
パ
イ
」
の
ご
発
声
で
始
ま

り
、６
名
の
会
員
に
よ
る
、
華
や
か
な

カ
ッ
ポ
レ
踊
り
、
東
北
出
身
の
ご
主

人
の
尺
八
に
合
わ
せ
て
奥
様
が
歌
う

江
差
追
分
。
次
の
の
ど
か
な
響
き
の

ホ
ル
ン
の
本
格
的
な
演
奏
に
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
。
圧
巻
な
本
格
派
の
迫

力
あ
る
津
軽
三
味
線
に
心
が
踊
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
会
員
の
皆
様
、
ご
来

賓
の
皆
様
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
。
ど
の

方
も
上
手
な
歌
声
に
、
拍
手
が
鳴
り

や
み
ま
せ
ん
。あ
っ
と
い
う
間
の
祝
賀

会
で
し
た
。

記
念
誌
の「
双
葉
蓬
莱
会
と
私
」の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
39
名
の
会
員
が
投

稿
し
て
く
だ
さ
り
、
と
て
も
素
晴
ら

し
い
内
容
で
す
。
60
年
と
い
う
積
み

重
ね
の
中
で
、
役
員
の
皆
様
、
会
員

の
皆
様
が
育
て
て
こ
ら
れ
た
双
葉
蓬

莱
会
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
、
地
域

の
役
に
立
つ
双
葉
蓬
莱
会
と
し
て
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
双
葉
蓬
莱
会　

江
原
）

これからも双葉蓬莱会を発展させていきます

高
尾
山
で
紅
葉
を
満
喫

１
０
０
名
近
く
の
会
員
中
、
41
名

が
日
帰
り
旅
行
に
参
加
。
11
月
27
日

（
火
）
に
、
人
気
の
高
尾
山
へ
行
っ
て

き
ま
し
た
。

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
頂
上
へ
。
さ
す

が
に
一
番
き
れ
い
な
時
、
山
の
中
腹
が

も
っ
と
も
紅
葉
が
素
晴
ら
し
く
、歓
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。

頂
上
か
ら
は
、
健
脚
な
方
、
足
元
が

危
な
い
方
等
、３
ブ
ル
ー
プ
く
ら
い
に

分
か
れ
て
景
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。と

て
も
暖
か
い
日
で
し
た
。

下
車
し
た
ら
、あ
ま
り
に
も
人
の
多

さ
で
ビ
ッ
ク
リ
！　

人
気
を
実
感
。

昼
食
は
移
動
し
て
、
深
大
寺
で
そ
ば

定
食
と
、
１
時
間
ほ
ど
の
散
策
。
最
後

に
高
幡
不
動
尊
の
も
み
じ
等
を
見
て

楽
し
み
ま
し
た
。

朝
早
く
出
発
し
た
分
、の
ん
び
り
と

で
き
、帰
路
に
も
予
定
よ
り
早
く
就
き

ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
楽
し
く
親
睦
も
で

き
、こ
れ
を
機
会
に
会
員
の
増
加
に
繋

が
る
と
喜
ば
し
い
で
す
。

（
舟
渡
福
寿
会　

斉
藤
）

双
葉
蓬
莱
会

第
４
支
部

舟
渡
福
寿
会

第
９
支
部

暖かく、紅葉も見頃でした
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10
の
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
健
康
づ
く
り

第
１
支
部
氷
川
ク
ラ
ブ
で
は
、
板

橋
区
の
ご
指
導
に
よ
り
、
７
月
よ
り

10
の
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
始
い

た
し
ま
し
た
。
開
始
以
来
、
毎
月
４

回
、
仲
宿
地
域
セ
ン
タ
ー
を
お
惜
り

し
「
健
康
第
一
」
を
合
言
葉
に
30
名
前

後
の
会
員
の
皆
様
の
参
加
を
い
た
だ

き
、
筋
ト
レ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
を
設
け
活
躍
し
て
い
ま
す
。

初
級
コ
ー
ス
も
習
得
し
、
中
級
の

コ
ー
ス
の
段
階
に
入
り
、
各
自
で
体

力
測
定
。
健
康
状
態
等
の
ご
指
導
を

い
た
だ
き
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

我
々
高
齢
者
の
健
康
は
、
各
自
の
努

力
と
思
い
、
10
の
筋
ト
レ
を
習
得
い

た
し
ま
し
た
ら
、
脳
ト
レ
（
認
知
症

予
防
）
に
挑
戦
し
た
く
、
ご
指
導
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
筋
ト
レ
終
了
後
、
会
場
の

許
す
時
間
を
利
用
し
て
塗
り
絵
の
会

を
催
し
、
15
名
前
後
の
会
員
の
皆
様

が
、
大
人
の
塗
り
絵
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。

（
氷
川
ク
ラ
ブ　

尾
美
） 

仲宿地域センターでトレーニングしています

創
立
以
来
２
度
目
の

都
知
事
賞
受
賞

第
32
回
東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

時
、
数
多
い
ク
ラ
ブ
の
中
か
ら
、
昭

和
60
年
創
立
以
来
２
度
目
の
栄
え
あ

る
東
京
都
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

我
が
会
も
他
ク
ラ
ブ
同
様
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
カ
ラ
オ
ケ
会
等
、
月

10
回
ほ
ど
実
施
し
て
い
ま
す
が
、ま
だ

仕
事
を
持
っ
て
い
る
方
、病
気
等
で
参

加
で
き
な
い
方
が
多
く
、参
加
者
は
自

然
と
重
複
参
加
に
な
り
ま
す
。

毎
月
１
回
、全
員
参
加
の
月
例
会
も

半
数
強
の
欠
席
が
あ
り
、
例
会
終
了

後
、３
組
６
名
の
方
々
で
毎
月
発
行
の

会
報
を
各
自
宅
に
届
け
て
い
ま
す
。長

く
会
え
な
い
方
に
は
、担
当
者
が
手
紙

を
入
れ
生
活
状
況
を
確
認
し
て
い
ま

す
。月
一
度
は
必
ず
連
絡
を
と
り
合
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
か
ら
、東
京
都
の
友
愛

活
動
に
少
し
で
も
寄
与
で
き
た
の
で

は
と
、
役
員
一
同
安
堵
し
て
い
ま
す
。

（
乃
ぐ
ち
松
寿
会　

田
中
）

氷
川
ク
ラ
ブ

第
１
支
部

乃
ぐ
ち
松
寿
会

第
11
支
部

地道な友愛活動が評価されました
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支
部
だ
よ
り

平
成
最
後
と
な
る
新
年
も
寒
波
到

来
の
中
、
好
天
に
恵
ま
れ
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
込
め
、
穏
や
か
に
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

第
４
支
部
で
は
、会
長
会
の
新
年
会

は
、
会
議
の
後
、
缶
ビ
ー
ル
と
簡
素
な

つ
ま
み
で
済
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
秋
の
叙
勲
で
、
双
葉

蓬
莱
会
の
会
長
で
あ
り
、現
板
老
連
会

長
を
兼
ね
る
阿
部
会
長
が『
瑞
宝
双
光

章
』と
い
う
栄
え
あ
る
勲
章
を
受
章
さ

れ
、
そ
の
お
祝
い
を
兼
ね
、
場
所
を
変

え
て
新
年
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

当
日
１
月
18
日
（
金
）
は
風
が
若
干

強
か
っ
た
も
の
の
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、

会
場
と
な
る
「
木
曽
路
」（
小
竹
町
店
） 

の
送
迎
バ
ス
に
乗
車
し
、
30
分
ほ
ど
で

到
着
。
会
議
の
資
料
は
、根
本
支
部
長

が
事
前
に
各
会
長
に
配
布
し
て
あ
り
、

要
点
を
説
明
し
て
終
了
し
、早
速
叙
勲

を
祝
う
会
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。最

初
に
「
富
士
見
町
も
み
じ
会
」
安
達
会

長
よ
り
花
束
贈
呈
が
あ
り
、乾
杯
と
な

2
0
1
8
年
度
、
板
老
連
女
性
部

の
指
導
を
受
け
、
第
９
支
部
で
は
年

明
け
２
月
５
日
（
火
）、
蓮
根
地
域
セ

ン
タ
ー
2
階
ホ
ー
ル
に
10
ク
ラ
ブ
、

46
名
が
集
い
折
り
紙
に
よ
る
「
吊
り

飾
り
作
り
」
を
開
き
ま
し
た
。 

舟
渡
福
寿
会
は
事
前
に
二
度
集
ま

り
、
幾
度
も
試
作
し
て
分
か
り
や
す

い
手
順
を
考
え
、
当
日
は
説
明
で
き

る
４
名
が
各
ク
ラ
ブ
に
混
ざ
っ
て
開

始
し
ま
し
た
。

外
の
寒
さ
を
よ
そ
に
、
あ
ち
ら
こ

ち
ら
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
声
は
「
肩

が
こ
っ
た
」「
血
圧
が
上
が
っ
た
」「
折

り
紙
は
昔
ず
い
ぶ
ん
や
っ
た
よ
」な
ど

な
ど
。
し
か
し
「
全
く
思
い
出
せ
な

い
わ
」「
あ
た
り
前
よ
、
昨
日
の
こ
と

も
忘
れ
て
い
る
も
の
」
等
老
人
会
ら

し
い
会
話
も
続
く
中
、
２
時
間
半
後

に
は
全
員
が
完
成
し
笑
顔
が
い
っ
ぱ

い
に
広
が
り
ま
し
た
。 

年
に
一
度
で
は
な
く
、も
っ
と
開
催

し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
上
が
り
ま
し

た
。

（
第
９
支
部　

佐
藤
）

第
４
支
部

第
９
支
部

阿
部
会
長

叙
勲
祝
い
開
催

賑
や
か
に
手
芸
教
室

り
ま
し
た
。 

し
ば
し
の
懇
談
の
後
、阿
部
会
長
よ

り
、
本
席
の
謝
辞
の
後
、
受
章
伝
達
の

様
子
（
文
科
大
臣
・
東
京
都
知
事
・
板

橋
区
長
よ
り
祝
福
の
電
報
等
）、
皇
居

で
の
天
皇
陛
下
ご
拝
謁
、
記
念
撮
影
、

天
皇
陛
下
の
お
言
葉
な
ど
、厳
粛
で
荘

重
な
式
典
の
様
子
を
伺
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

祝
宴
は
３
時
30
分
頃
三
本
締
め
で

お
開
き
と
な
り
、
晴
れ
晴
れ
し
い
新
年

の
出
発
と
な
り
ま
し
た
。

（
第
４
支
部　

渡
邉
） 

花束を贈られる阿部会長

素敵な吊り飾りが完成しました
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平
成
30
年

度
の
ク
リ
ス

マ
ス
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー

は
、
12
月
21

日
（
金
）、
高

島
平
区
民
館

に
て
、
百
余

名
が
参
加
。

講
師
の
大
野

木
・
石
井
・

森
・
吉
川
の

各
先
生
の
ご

指
導
を
受
け
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。吉

川
講
師
の
名
司
会
の
も
と
、「
火

曜
会
」「
朝
日
ク
ラ
ブ
」「
清
和
ク
ラ

ブ
」「
蓮
沼
大
原
寿
会
」
や
「
第
11
支

部
」
の
ダ
ン
ス
部
の
皆
さ
ん
に
す
ば
ら

し
い
演
技
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

お
楽
し
み
フ
リ
ー
ダ
ン
ス
の
後
、
全

員
が
「
好
き
に
な
っ
た
人
」
の
曲
に
合

わ
せ
、輪
踊
り
で
恒
例
の
賞
品
に
鉢
花

を
多
く
の
人
が
い
た
だ
き
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
文
化
部　

奥
永
）

第
９
回
「
思
い
出
の
唄
と
踊
り
の
集
い
」
は
、

12
月
４
日
（
火
）、
板
橋
区
立
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
51
組
１
９
７
名
が
出
演
し
て
、
す

ば
ら
し
い
演
技
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
応
援
に
は
２
０
０
名
を
超
え
る
皆
さ

ん
が
駆
け
つ
け
、
温
か
い
拍
手
を
贈
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

大
ト
リ
は
、
寿
大
学
新
舞
踊
科
の
皆
さ
ん
が

「
東
京
五
輪
音
頭
―

2
0
2
0
―

」
を
踊
り
、会
場
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
「
星
影
の
ワ
ル
ツ
」
を
皆

で
合
唱
し
、
さ
ら
に
、
阿
部

会
長
と
会
場
の
皆
さ
ん
が

ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
て
、
勝
っ

た
方
に
舞
台
に
飾
っ
た
鉢

花
を
さ
し
あ
げ
喜
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（
文
化
部　

奥
永
）

51
組
１
９
７
名
が
出
演

第9回
思
い
出
の
唄
と
踊
り
の
集
い

さまざまな衣装と演目で大盛況でした
舞台の上で合唱し、心を一つに

200名を超える方々が応援に

鮮やかなステップを披露

楽
し
い
踊
り
で
交
流

ク
リ
ス
マ
ス

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
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力
作
多
数

審
査
員
を
悩
ま
せ
る

平
成
30
年
度 

第
52
回
作
品
展
表
彰
式

ま
し
た
。
審

査
を
さ
れ
た

書
道
の
前
田

先
生
よ
り
、

ど
の
作
品
も

力
作
で
、
審

査
は
午
前

中
と
な
っ
て

い
た
が
、
優

劣
を
決
め

る
こ
と
が
難

し
く
、
昼
休

み
も
使
っ
て

し
ま
う
ほ
ど

だ
っ
た
と
の

コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
き
ま

し
た
。

　（教
養
部　

山
田
）

10
月
22
日
（
月
）
〜
26
日
（
金
）
に

開
催
い
た
し
ま
し
た
作
品
展
に
お
き

ま
し
て
、優
秀
な
成
績
を
収
め
た
皆
様

に
対
し
て
、
12
月
４
日
（
火
）
に
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
区
長
賞
を
は
じ

め
、
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
賞
・
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
長
賞
・
板
老
連

会
長
賞
・
努
力
賞
・
特
別
敬
老
賞
・
団

体
賞
の
他
に
、
今
回
は
エ
ス
プ
レ
ス
・

メ
デ
ィ
ア
出
版
よ
り
陶
芸
作
品
に
対

し
て
陶
遊
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
賞
者
79
名
・
受
賞
団
体
40
団
体
お

の
お
の
に
表
彰
状
と
賞
品
が
贈
ら
れ

受付のようす
受賞者には表彰状と記念の賞品が

79名・40団体が表彰されました

パ
ネ
ル
展
示
で入会

者
も

老
人
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｒ
活
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

1
月
28
日（
月
）〜
2
月
1
日（
金
）

に
か
け
て
、
板
橋
区
役
所
１
階
広
間

に
て
、
板
老
連
の
P
R
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

各
支
部
や
ク
ラ
ブ
の
活
動
写
真
を

パ
ネ
ル
で
展
示
し
、
作
品
展
の
各
種
優

秀
作
品
と
同
時
に
展
示
し
ま
し
た
。

１
日
あ
た
り
約
２
５
０
名
が
来
場

し
、
中
に
は
折
り
紙
で
で
き
た
作
品

を
眺
め
て
興
味
を
持
た
れ
、「
作
り
方

を
習
い
た
い
」
と
、老
人
ク
ラ
ブ
に
入

会
さ
れ
る
方
も
い
ま
し
た
。

展示で魅力をアピール
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２
月
２
日

（
土
）、
第
７
・

８
・
９
支
部

合
同
の
新
年

懇
親
会
を
清

水
地
域
セ
ン

タ
ー
に
て
開

催
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
会

は
「
平
成
８

年
、
志
村

地
区
（
３
支

部
）
役
員
の

交
流
、
懇
親

を
目
的
に
ス

タ
ー
ト
」
と
50
年
史
に
も
記
録
の
あ

る
歴
史
あ
る
会
で
、
幹
事
役
は
輪
番

制
。
今
年
は
第
７
支
部
当
番
で
、
総

勢
55
名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

記
念
撮
影
、
各
支
部
長
ご
あ
い
さ

つ
、
参
加
者
の
紹
介
後
、
昼
食
懇
親

と
な
り
、
各
ク
ラ
ブ
の
活
動
状
況
や

悩
み
ご
と
等
々
大
い
に
懇
親
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。昨
年
の
会
で

合
同
行
事
の
提
案
も
あ
り
、
３
支
部

合
同
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

第
７・
８・
９
支
部

第
１
支
部

歴
史
あ
る
交
流
の

場
で
今
年
も
歓
談

セ
ン
タ
ー
所
長
と

最
後
の
交
流
会

も
実
現
し
ま
し
た
。

昼
食
後
は
恒
例
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会

で
す
。
各
支
部
か
ら
日
頃
鍛
え
た「
の

ど
」
に
よ
る
20
曲
の
熱
唱
が
あ
り
、楽

し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

（
第
７
支
部　

藤
越
）

大いに懇親を深めました

３
月
２
日
（
土
）、
仲
宿
地
域
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
恒
例
の
お
年
寄
り
交

流
会
が
、
仲
宿
地
区
町
会
、
自
治
会

を
と
お
し
て
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
よ
り
約

１
０
０
名
の
参
加
で
、
１
時
よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

①
氷
川
児
童
館
の
乳
児
と
保
護
者
の

体
操

②
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
脳
を
若
返

ら
せ
る
ダ
ン
ス

③
加
賀
中
学
校
生
徒
に
よ
る
琴
・
管

楽
器
演
奏

④
ポ
ン
チ
ャ
ン
一
座
の
腹
話
術
シ
ョ
ー

等
、
大
盛
況
で
終
了
い
た
し
ま
し

た
。始

ま
り
に
、青
少
年
健
全
育
成
仲
宿

地
区
委
員
会
会
長
さ
ん
の
開
会
の
あ

い
さ
つ
で
、
仲
宿
地
域
セ
ン
タ
ー
・
田

中
所
長
の
定
年
退
職
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ
れ
て

い
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
さ
ん
、
役
員

の
方
々
が
、
３
月
い
っ
ぱ
い
で
お
別
れ

す
る
こ
と
に
、
一
様
に
残
念
が
っ
て
お

り
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
た

び
に
、
田
中
所
長
さ
ん
の
顔
を
思
い
浮

か
べ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

定
年
ま
で
無
事
に
勤
め
あ
げ
ま
し

た
こ
と
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
永
い
こ
と
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。
幸
せ
な

第
二
の
人
生
を
歩
ま
れ
ま
す
こ
と
、
皆

心
よ
り
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
な
た
の

こ
と
は
忘
れ
ま
せ
ん
!!

（
第
１
支
部　

佐
々
木
）各老人クラブから約100名が集まりました
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私
た
ち
の
地
域
は
、

都
立
城
北
公
園
に
接

し
て
い
て
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
の
練
習
場

も
す
ぐ
傍
に
あ
り
、夏

は
木
々
が
日
陰
を
つ

く
っ
て
く
れ
、
蝉
時
雨
の
中
で
練
習
を

し
ま
す
。
秋
に
は
ド
ン
グ
リ
が
落
ち
、

第
５
支
部

楽
し
き
か
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
の
仲
間

紅
葉
も
見
事
で
す
。大
量
の
落
ち
葉
は

熊
手
と
箒
で
掃
除
を
し
ま
す
。

活
動
は
週
２
回
（
水
・日
曜
日
）、
心

優
し
い
男
性
陣
が
掃
除
、
コ
ー
ス
設
定

を
し
て
く
れ
ま
す
（
落
ち
葉
の
季
節
に

は
、
女
性
も
手
伝
い
ま
す
）。

プ
レ
ー
中
は
、と
て
も
賑
や
か
。
笑

い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
。

打
球
の
行
く
方
を
見
な
が
ら
、「
曲

が
れ
曲
が
れ
」「
ま
っ
す
ぐ
行
け
」
等

と
声
が
飛
び
ま
す
。
毎
回
の
成
績
を
記

録
し
て
く
れ
る
人
も
い
て
、
４
〜
10
月

ま
で
を
ト
ー
タ
ル
し
て
、
11
月
初
回
時

に
、成
績
発
表
、表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

昨
年
も
賑
や
か
に
行
い
ま
し
た
。
楽
し

か
っ
た
で
す
よ
ー
。

１
〜
３
位
ま
で
と
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
賞
、
ブ
ー
ビ
ー
賞
、
後
の
方
々
は
参

加
賞
で
す
。
私
も
参
加
賞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
中
で
、
20
名
く
ら
い
が
お
し
ゃ

べ
り
を
し
な
が
ら
歩
き
、
ス
コ
ア
を
付

け
（
計
算
も
し
な
が
ら
）
楽
し
い
時
間

を
共
有
し
ま
す
。

ま
た
、中
休
み
に
は
各
自
持
参
の
飲

み
物
を
、
…
ア
メ
玉
係
の
人
も
い
て
、

疲
れ
に
良
い
も
の
を
用
意
し
て
く
れ

ま
す
。
す
ば
ら
し
い
で
し
ょ
う
。
こ
の

よ
う
に
、
心
利
い
た
仲
間
と
の
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
。
感
謝
・
感
謝
で
す
。

（
第
５
支
部　

荒
蒔
）

心の利いた仲間たち

ペ
タ
ン
ク
は
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の

ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
で
、
通
常
は
戸
外
で
楽

し
む
ス
ポ
ー
ツ
だ
が
、
室
内
で
も
で
き

る
ペ
タ
ン
ク
が
あ
る
と
い
う
の
で
第

２
支
部
で
は
早
速
や
っ
て
み
た
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の

ペ
タ
ン
ク
で
は
重
い
金
属
の
ボ
ー
ル

を
投
げ
、
コ
ー
ト
内
の
目
標
球
に
よ
り

近
づ
け
た
人
が
得
点
を
得
る
と
い
う
、

単
純
だ
が
加
減
の
難
し
い
ゲ
ー
ム
だ
。

イ
ン
ド
ア
で
は
シ
ニ
ア
に
優
し
い

軽
い
ボ
ー
ル
を
使
い
、
雨
天
や
冬
季
で

も
O
K
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。試

合
ル
ー
ル
は
ア
ウ
ト
ド
ア
と
同
じ
だ
。

今
回
コ
ー
ト
は
横
１
・
８
メ
ー
ト

ル
、
縦
９
メ
ー
ト
ル
の
人
工
芝
を
床
に

敷
い
て
行
っ
た
が
、

大
き
さ
は
自
由
で

よ
い
そ
う
だ
。

２
月
13 

日
（
水
）、

午
後
１
時
30
分
、熊

野
地
域
セ
ン
タ
ー

３
階
ホ
ー
ル
で
第

2 

支
部
7 

ク
ラ
ブ

か
ら
各
６
名
が
練

習
試
合
に
参
加
し

た
。全
員
初
め
て
だ

が
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
学
ん
だ
ル
ー
ル
に

従
い
ス
ム
ー
ズ
に
ゲ
ー
ム
は
進
み
、
約

2
時
間
の
練
習
試
合
は
、午
後
3
時
30

分
打
ち
上
げ
と
な
っ
た
。

順
位
は
、各
チ
ー
ム
で
記
入
し
た
と

こ
ろ
ほ
ぼ
互
角
。
参
加
者
の
多
く
は
女

性
な
の
で
、
楽
に
ボ
ー
ル
を
扱
え
る
イ

ン
ド
ア
は
好
評
。
今
後
が
楽
し
み
だ
。

今
回
の
練
習
で
ご
指
導
、お
世
話
に

な
っ
た
男
性
諸
君
に
感
謝
し
ま
す
。
楽

し
か
っ
た
練
習
、
参
加
賞
と
し
て
全
員

が
板
橋
銘
菓
「
黒
糖
か
り
ん
と
う
」
も

い
た
だ
い
た
。

本
場
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ペ
タ
ン
ク
は

シ
ニ
ア
男
性
の
ス
ポ
ー
ツ
。
も
っ
と
多

く
の
人
が
試
合
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と

思
う
。

（
第
２
支
部　

宇
治
）

第
２
支
部

イ
ン
ド
ア
ペ
タ
ン
ク

を
ご
存
じ
で
す
か
!!

初のインドアペタンクは好評
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例
の
徳
丸
地
区
「
幼
児
親
子
と
お
と

し
よ
り
と
の
世
代
間
交
流
」
を
開
催
。

幼
児
親
子
24
組
50
名
と
徳
丸
地
区
５

ク
ラ
ブ
の
老
人
会
27
名
が
会
場
入
場

の
際
、
入
り
口
で
く
じ
引
き
を
し
、
親

子
と
老
人
会
の
皆
さ
ん
が
交
互
に
な

る
よ
う
に
着
席
し
、
さ
ら
に
児
童
館

の
職
員
お
よ
び
地
域
の
民
生
委
員
さ

ん
の
お
手
伝
い
の
計
86
名
に
よ
る
交

流
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

は
じ
め
に
職
員
に
よ
る
司
会
で
西

徳
児
童
館
長
池
上
様
の
ご
あ
い
さ
つ

と
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
紹
介
（
徳
丸

春
秋
会
、
徳
丸
親
和
、
ほ
の
ぼ
の
ク

ラ
ブ
、
三
ツ
和
熟
年
ク
ラ
ブ
、
徳
丸

ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
の
会
、
徳
丸
み
ど
り

会
）
が
あ
り
、
老
人
会
を
代
表
し
て
、

徳
丸
み
ど
り
会
古
谷
会
長
よ
り
若
き

お
母
さ
ま
へ
幼
児
子
育
て
の
激
励
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
て
開
会
し
た
。

　

ま
ず
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
全

員
で
童
謡「
大

き
な
栗
の
木

の
下
で
」か
ら

始
ま
り
、「
ふ

る
さ
と
」等
を

大
き
な
声
で

に
ぎ
や
か
に

合
唱
し
た
。

こ
の
あ
と
、

茶
話
会
に
入

り
、そ
れ
ぞ
れ

11
月
22
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分

よ
り
、
区
立
西
徳
児
童
館
に
て
、
恒

の
テ
ー
ブ
ル
に
て
、世
代
間
交
流
の
一

環
と
し
て
、幼
児
親
子
と
会
員
一
人
ひ

と
り
が
自
己
紹
介
。
自
分
の
ふ
る
さ

と
、
子
育
て
等
の
話
で
盛
り
上
が
り
、

全
員
の
対
話
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
幼

児
親
子
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
皆

さ
ん
に
『「
よ
う
こ
そ
！　

大
先
輩
」、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
』
と
い

う
感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
胸
に
下
げ

る
メ
ダ
ル
（
厚
紙
と
色
紙
で
作
っ
た

も
の
）
が
授
与
さ
れ
、会
員
一
同
が
感

動
し
、
記
念
の
メ
ダ
ル
と
し
て
大
変

喜
ば
れ
た
。

終
わ
り
の「
み
ん
な
で
踊
ろ
う
」で

は
、
机
を
中
央
に
寄
せ
、
全
員
が
輪

に
な
っ
て
「
き
よ
し
の
ズ
ン
ド
コ
節
」

に
合
わ
せ
て
炭
坑
節
を
踊
っ
た
。
に

ぎ
や
か
に
盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、

池
上
館
長
よ
り
老
人
会
か
ら
の
お
も

ち
ゃ
の
乗
り
物
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
披

露
さ
れ
、
幼
児
親
子
お
よ
び
児
童
館

か
ら
も
大
い
に
喜
ば
れ
た
。

最
後
に
紅
梅
児
童
館
長
今
西
様
の

閉
会
の
あ
い
さ
つ
と
、そ
の
後
幼
児
親

子
が
出
口
に
向
か
っ
て
２
列
に
並
ん

で
見
送
り
を
受
け
、
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
は
握
手
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
、
バ
イ
バ
イ

な
ど
激
励
の
エ
ー
ル
を
送
っ
て
会
場

を
後
に
し
た
。

（
第
10
支
部　

古
谷
）

第
10
支
部

幼
児
親
子
と

心
温
ま
る
交
流
を

笑顔をあふれる交流会

11
月
10
日

（
土
）、
志
村
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
に
お

い
て
、10
時
開

演
で
第
45
回

カ
ラ
オ
ケ
・
演

芸
大
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。

歌
っ
て
い
る
間
は
静
か
に
、
終
わ
っ

た
ら
拍
手
し
マ
ナ
ー
も
充
実
。
プ
ロ
顔

負
け
の
歌
唱
を
披
露
し
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
楽
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
と
れ
て
、47
名
、歌
い
き
っ
て
問
題

な
く
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
元
気
で
会
い
ま
し
ょ
う
を
合

言
葉
に
、
次
回
を
お
楽
し
み
に
。

（
第
８
支
部　

藤
原
）

第
8
支
部

プ
ロ
顔
負
け
の

歌
唱
を
披
露次回のカラオケ・演芸大会もお楽しみに！
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１
月
31
日
（
木
）、午
後
１
時
よ
り

高
島
平
地
域
セ
ン
タ
ー
３
階
ホ
ー
ル

で
第
37
回
郷
土
芸
能
獅
子
舞
を
観
る

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
13
の
保

育
園
の
年
長
児
の
子
ど
も
た
ち
が
集

い
、
２
６
６
名
と
12
支
部
各
ク
ラ
ブ

会
員
62
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

郷
土
芸
能
お
よ
び
獅
子
舞
の
観
賞

後
、
節
分
の
豆
ま
き
が
あ
り
、
赤
鬼
・

青
鬼
が
出
演
し
て
大
騒
ぎ
と
な
り
、

参
加
会
員
も
久
し
ぶ
り
に
童
心
に
帰

り
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。

（
12
支
部　

宇
於
崎
）

今
年
の
支
部
新
年
会
は
、
２
月
17

日
（
日
）
に
常
盤
台

地
域
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
11
時
か
ら
森

副
支
部
長
の
司
会

で
始
ま
り
、
支
部
長

あ
い
さ
つ
の
後
、
役

員
の
皆
様
の
自
己

紹
介
と
続
き
、
吉
田

会
長
の
発
声
で
乾
杯
し
余
興
へ
と
進

行
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
４
連
発
の
日
本

舞
踊
で
始
ま
り
、
カ
ラ
オ
ケ
抽
選
会

等
で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
最
後
は
川
端
副
支
部
長
の
閉

会
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、参
加

し
た
皆
様
は
再
会
を
期
し

会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。参

加
者
は
73
名
で
し
た
。

今
回
当
番
ク
ラ
ブ
の

「
長
寿
友
の
会
」
の
皆
様
、

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

（
第
６
支
部　

宝
田
）

れ
た
」
の
歓

声
が
聞
こ
え

ま
し
た
。
楽

し
い
半
日
を

過
ご
し
、
終

了
後
閉
会
式

に
。
手
拍
子

で
10
位
ま
で

表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
参
加
者
２
２
０
名
で
し

た
。
優
勝
は
し
ら
さ
ぎ
ク
ラ
ブ
、
小

林
悦
子
さ
ん
で
し
た
。

　
　（
第
12
支
部　

宇
於
崎
）

11
月
２
日
（
金
）、晴
天
に
め
ぐ
ま

れ
て
12
支
部
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
９

時
、
開
会
式
に
先
立
ち
、
高
島
平
警

察
地
域
課
北
島
警
部
よ
り
「
特
殊
詐

欺
に
注
意
し
て
ほ
し
い
」
と
訓
示
が

あ
り
ま
し
た
。

９
時
30
分
に
試
合
を
開
始
し
、
簡

単
な
輪
投
げ
・
ボ
ー
ル
こ
ろ
が
し
な

ど
を
実
施
。
競
技
は
一
点
を
争
う
真

剣
そ
の
も
の
で
、「
入
っ
た
」「
は
ず

第
12
支
部

第
12
支
部

第
６
支
部

園
児
と
豆
ま
き

童
心
に
帰
る

真
剣
そ
の
も
の

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェス
ティ
バ
ル

日
本
舞
踊
に
カ
ラ
オ
ケ

抽
選
会
で
大
盛
り
上
が
り

晴天にめぐまれ220名が参加

趣向を凝らした余興を楽しむ

子供たちと童心に帰った一日でした
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短
歌
　
　
松
坂
　
弘  

選
・
評

天
　
良
く
晴
れ
た
日
に
喜
々
と
し

て
洗
濯
物
を
干
し
て
い
る
様
子
が

良
く
見
え
て
く
る
よ
う
で
す
。と
り

わ
け
下
の
句
が
生
き
生
き
と
し
て

い
ま
す
。

地　

あ
り
の
ま
ま
を
淡
々
と
詠
ん

で
い
ま
す
。
元
気
一
杯
な
の
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。「
七
千
歩
」
と
い
う

数
詞
が
よ
く
効
い
て
い
る
歌
で
す
。

人　

懐
か
し
い
幼
い
日
の
回
想
で

す
。
母
の
匂
い
が
「
木
綿
の
匂
い
」

だ
っ
た
、
と
い
う
の
が
こ
の
歌
の
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
懐
か
し
さ
を
詠
ん
で

い
て
読
者
の
心
に
も
響
き
ま
す
。

次
点　

最
近
の
世
の
中
事
情
を

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
と
ら
え
歌
に
表
現

し
て
い
ま
す
。
説
得
力
も
あ
り
ま

す
。

天洗
濯
物
干
し
か
た
た
の
し
き
春
陽
な
り

　

青
空
見
上
げ
ハ
ミ
ン
グ
し
ば
し
す

桜
川
旺
寿
会
　
大
澤
　
貞
子

地体
力
の
衰
え
感
じ
る
七
千
歩

　

せ
め
て
続
け
ん
朝
の
散
歩
を

朝
日
ク
ラ
ブ
　
浅
賀
　
　
清

人幼
日
の
深
き
ふ
と
こ
ろ
四
人
産
み

　

育
て
し
母
は
木
綿
の
匂
い
す

大
山
和
楽
ク
ラ
ブ
　
伊
藤
恭
一
郎

次
点

今
流
行
も
っ
た
い
な
い
と
断
捨
離
を

　

秤
に
か
け
て
終
活
準
備
す

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
新
井
　
美
知

厳
冬
の
川
の
水
音
も
た
え
だ
え
と

　

鴨
ら
群
れ
い
て
え
さ
を
啄
む

富
士
見
寿
会
　
岩
崎
千
鶴
子

大
寒
に
安
曇
野
よ
り
来
し
甥
夫
婦

　

野
沢
菜
前
に
話
し
は
つ
き
ず

赤
塚
百
寿
会
　
岡
田
千
代
子

若
者
が
席
譲
る
車
窓
に
陽
が
さ
し
て

　

座
り
し
人
の
背
中
ぬ
く
そ
う

和
泉
ク
ラ
ブ
　
鈴
木
　
光
枝

切
り
売
の
白
菜
手
頃
共
白
髪

　

年
金
日
で
す
今
夜
は
水
炊
き

坂
下
わ
か
ば
会
　
鈴
木
　
　
曻

教
生
は
五
十
を
過
ぎ
て
尋
ね
来
る

　

よ
き
子
を
育
て
よ
き
母
と
な
り

仲
宿
睦
双
葉
会
　
新
田
　
大
寒

亡
き
犬
を
し
の
ん
で
た
ず
ね
る
深
大
寺

　

ぎ
ん
な
ん
コ
ロ
コ
ロ
落
葉
ふ
か
ふ
か

仲
宿
睦
双
葉
会
　
遠
藤
　
秀
子

明
日
に
も
咲
く
花
あ
れ
ば
散
る
花
も

　

人
そ
れ
ぞ
れ
に
花
を
咲
か
せ
ん

仲
宿
睦
双
葉
会
　
藤
生
　
桂
凰

ろ
う
梅
の
ほ
の
か
な
香
り
満
開
を

　

幾
度
も
見
て
は
心
和
む
な
り

仲
宿
睦
双
葉
会
　
増
野
　
信
子

春
雷
に
庭
園
の
バ
ラ
な
お
冴
え
て

　

高
ま
る
宴
弾
け
る
笑
顔

仲
宿
睦
双
葉
会
　
杉
本
フ
ミ
エ

生
涯
の
仲
良
き
友
の
悲
し
き
報

　

空
に
の
ぼ
り
て
花
の
風
な
り

野
口
松
寿
会
　
篠
﨑
　
章
子

尋
ぬ
れ
ば
ベ
ト
ナ
ム
で
す
と
滑
ら
か
に

　

話
し
て
酌
す
若
者
一
人

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
松
村
　
綾
子

何
事
も
無
き
一
年
と
思
い
き
や

　

暮
れ
の
入
院
ポ
リ
ー
プ
を
取
る

大
谷
口
寿
齢
ク
ラ
ブ
　
宮
地
い
ち
子

マ
ス
ク
し
て
帽
子
手
袋
ホ
ッ
カ
イ
ロ
し

　

背
筋
の
ば
し
て
日
課
の
散
歩
す

朝
日
ク
ラ
ブ
　
橘
　
　
恭
子

相
舞
踊
踊
る
迎
春
師せ
ん
せ
い匠
と

　

夢
が
か
な
っ
た
大よ

ろ
こ
び慶
の
舞

坂
下
わ
か
ば
会
　
鈴
木
ミ
ツ
子
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俳
句
　
　
星
　
利
生  

選
・
評

天　

地
球
に
接
近
し
て
大
き
く

明
る
く
見
え
る
満
月
が
ス
ー
パ
ー

ム
ー
ン
で
、
今
年
は
２
月
20
日
の
夕

方
昇
っ
た
月
が
そ
う
で
し
た
。
こ
こ

で
は
満
月
に
準
じ
て
扱
う
。

　

美
知
子
さ
ん
の
露
天
風
呂
に

映
っ
た
大
き
い
月
に
気
づ
い
て
の
１

句
で
、
楽
し
い
発
見
の
あ
る
句
に

な
っ
た
。

地　
「
蓮
華
田
に
心
忘
れ
て
来
て
し

ま
う
」
と
の
俳
句
が
あ
っ
た
が
、
綾

子
さ
ん
は
田
圃
一
面
に
綺
麗
に
咲
く

蓮
華
草
に
初
恋
の
こ
ろ
を
重
ね
、
嬉

し
い
句
に
な
っ
た
。

人
　
手
袋
の
片
方
だ
け
が
通
学
路

の
木
の
枝
に
架
け
て
あ
っ
た
、
落
と

し
た
人
は
早
く
気
付
い
て
欲
し
い

と
。

東
京
五
輪
の
開
幕
ま
で
５
０
０
日
を
切
り
、
こ
の
会

報
が
発
行
さ
れ
る
頃
は
、
桜
も
満
開
を
過
ぎ
、
平
成
最

後
と
な
り
、
新
元
号
も
発
表
、
次
の
発
行
は
、
新
体
制

の
も
と
に
再
出
発
し
ま
す
。

今
回
は
支
部
・
単
位
ク
ラ
ブ
の
原
稿
が
計
画
よ
り
や

や
多
く
、一
部
計
画
変
更
や
む
な
し
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
の
各
号
の
発
行
計
画
に
基
づ
く
た
め
、
ご
投
稿
者
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
各
支
部
・
単
位
ク
ラ
ブ
へ

の
原
稿
依
頼
の
と
お
り
、
指
定
の
原
稿
用
紙
１
枚
で
の

投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た

原
稿
は
次
回
以
降
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
は
、
今
回
の
ご
投
稿

で
は
7
人
12
首
と
な
っ
て
選
外
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
１
人
１
首
（
句
）
が
規
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
併
せ
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

天露
天
風
呂
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
も
湯
浴
み
す
る

朝
日
ク
ラ
ブ
　
浅
野
美
知
子

地青
春
の
淡
き
初
恋
レ
ン
ゲ
草

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
松
村
　
綾
子

人手
袋
の
片
方
枝
に
通
学
路

朝
日
ク
ラ
ブ
　
西
谷
　
照
子

恋
猫
の
声
に
補
聴
器
は
づ
し
け
り

小
豆
沢
に
り
ん
草
ク
ラ
ブ
　
鈴
木
ヒ
サ
子

ひ
な
の
膳
揃
え
て
待
つ
は
娘
の
笑
顔

大
谷
口
一
丁
目
寿
ク
ラ
ブ
　
田
中
あ
さ
子

福
寿
草
群
れ
て
金
色
海
と
な
る

双
葉
蓬
莱
会
　
江
原
　
輝
義

春
動
く
日
に
日
に
陽
差
し
伸
び
に
け
り

高
島
平
寿
会
　
宮
下
け
い
子

風
荒
ぶ
ま
ま
に
日
暮
や
根
深
汁

常
盤
光
寿
会
　
畑
　
乃
武
子

ふ
る
里
や
ど
ち
ら
を
見
て
も
山
眠
る

エ
イ
ト
熟
年
会
　
山
平
　
ツ
ヤ

剣
岳
雪
の
衣
を
凛
と
着
て

坂
下
わ
か
ば
会
　
鈴
木
ミ
ツ
子

探
梅
や
江
戸
の
名
残
り
の
一
里
塚

常
盤
光
寿
会
　
熊
野
　
照
美

豆
を
ま
き
小
さ
な
声
で
福
を
呼
ぶ

常
盤
光
寿
会
　
篠
原
　
幸
美

白
梅
や
お
下
げ
髪
ゆ
れ
つ
る
す
絵
馬

朝
日
ク
ラ
ブ
　
藤
越
　
秀
明

少
年
の
顔
し
て
踏
む
や
霜
柱

東
新
東
寿
会
　
中
島
　
孝
祐

異
国
語
の
絵
馬
風
に
鳴
る
春
隣

常
盤
光
寿
会
　
尾
関
　
昭
子

冴
返
る
反
戦
デ
モ
の
中
に
居
り

常
盤
光
寿
会
　
宮
崎
　
幸
雄

世
の
人
の
日
々
忘
れ
ゆ
く
針
供
養

常
盤
光
寿
会
　
遠
藤
美
代
子

節
分
や
入
れ
歯
に
重
き
豆
の
数

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
新
井
　
美
知

廃
校
と
な
る
や
最
後
の
卒
業
歌

小
豆
沢
に
り
ん
草
ク
ラ
ブ
　
鈴
木
　
光
正

小
正
月
我
背
丈
こ
す
孫
四
人

大
谷
口
寿
齢
ク
ラ
ブ
　
宮
地
い
ち
子

残
雪
を
踏
み
て
見
上
げ
る
白
根
山

仲
宿
睦
双
葉
会
　
杉
本
フ
ミ
エ

早
春
や
空
に
子
ら
の
声
ひ
び
き
お
り

常
盤
光
寿
会
　
市
川
　
澄
子

白
鳥
は
夕
陽
の
水
面
飛
び
交
わ
す

中
丸
中
町
白
寿
会
　
荒
井
　
初
美

お
喋
べ
り
は
心
を
ほ
ぐ
す
常
備
薬

朝
日
ク
ラ
ブ
　
浅
賀
　
　
清

汽
車
通
学
生
昔
豆
単
今
ス
マ
ホ

仲
宿
睦
双
葉
会
　
新
田
　
大
寒

今
日
も
又
ボ
ー
ッ
と
生
き
て
十
二
月

朝
日
ク
ラ
ブ
　
西
谷
　
照
子

　
川
柳

桜
堤
に
人
を
押
し
出
す
千
曲
川

大
山
和
楽
ク
ラ
ブ
　
伊
藤
恭
一
郎
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　この会報紙「板老連」は、ご協賛してくださいましたスポンサーの皆様の
ご支援により発行することができました。厚く御礼申し上げます。
　今後とも倍旧のご厚誼を賜りますようよろしくお願いいたします。

板老連今後の行事予定

スポンサー各位への
御礼

板橋区老人クラブ連合会の事務所が
4月 1日より次のとおり変更となりました。
 移転先
 板橋区板橋 3-26-4 板橋いこいの家
よろしくお願いします。

事務局移転のお知らせ

行事名 日にち 場所

ウォーキング

5月13日 豊島区

5月27日 豊島区

6月3日 北区

定期総会 5月8日 文化会館4F大ホール

第69回ゲートボール大会 5月16日 小豆沢野球場

健康講座 5月31日 グリーンホール1F

第20回ペタンク大会 6月6日 小豆沢野球場

第53回芸能大会 6月24日 文化会館4F大ホール

ペタンク大会

※電話番号、FAX番号に変更はありません。
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